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核融合科学研 究所 プラズマ 計測関連 グル ー プ
　 ．　　　　 （プラズマ 計測研 究系 ， 開発研究系）

　核融合科学研 究所 の プラ ズ マ 計 測関連の 研究 グ ル ープ は，主

に プ ラ ズ マ 計測研 究系 （浜田 主 幹22名） と開発 研 究 系 （黒 田主

幹 11名），お よ び技 術 部計 測 技 術 課 （小 平 課 長 10名） と で 構成

さ れ て お り，現 在，大型 ヘ リ カ ル 装置 （LHD ＞に 向けて 各種計

測機器 の 研究 開発や CHS ，　JIPP　T−IIUで σ）支援実験研究を活発

に展 開 して い ま す．大所帯で，個々 の グ ル ープの 紹介が 短 くな

っ て い ま すの で，WWW ホ
ーム ペ ージ ｛http：／fwww ．LHD ．nifs．

ac ．jp／）も御覧 下 さい ．　　 　 　　 　 　　 （文責 ： 大 舘，中 西）

1．トム ソ ン散乱計測グル ープ

　メ ン バ ー　（成 原，山田 （
一
），南，山 内，林 （浩）〉は，LHD

用 に 以 下の よ うな トム ソ ン 散乱装置 を開発 ・設計 ・建設 して い

ます．

1 ，コ ア プ ラ ズ マ トム ソ ン ： LHD プ ラ ズ マ の 横 長 主 半 径 に 沿

　 　 っ て 150 − 200点で の 電子温度 ・密度 を 300−500Hzの 繰 り返

　 　 しで 測定可能．
2 ．TV トム ソ ン ： LHD プ ラ ズ マ の 縦長 主 半径 に沿 っ て の 電

　 　子 温 度
・密 度 の 精密 測 定用，

3 ．ダ イバ ータ 1・ム ソ ン ：ダ イバ
ー

タ 部の 低温 度低 密度プ ラ ズ

　 　マ 測定用．

4 ，2次元 トム ソ ン ：電子温度 ・密度の 2 次元分布測定法．

プ ラ ズ マ か らの 熱 フ ラ ッ ク ス 分 布計測法の 開発が 主 とな っ て い

ます．国 立 サ ン ク トペ テ ル ブ ル ク 工科 大 学，フ ラ ス カ チ 国 立研

究所，ロ ス ァ ラモ ス 国立研究所，京大 エ ネル ギ
ー理工 学研 究所，

エ ネ ル ギ
ー

科学研究科エ ネ ル ギ
ー

基礎科学専攻 な ど と活発に 行

き来 して い ます．

4．水素＆不純物分光計測 グル ープ

　 本 グ ル ープ （森 田 ） で は，以 下 にあ げ る LHD の 計測機 器の

R＆D お よび Cl−IS にお け る実 験
・計測 を行 っ て い ます．

1 ，プ ラ ズマ 中心部イ オ ン 温度計渕用結晶分光器

2，周辺 部お よ び ダ イバ ー
タ部イ オ ン 温嵐 プ ラ ズ マ 回転お よ

　　び 不純物計測用 高分解空 問分布直入 射分光器

3 ．不純物モ ニ タ ース テ ーシ ョ ン （B ，C，　N ，0 ，　Ti，　Fe 等 常時モ

　 　 ニ タ
ー

）

4 ．Z。ff空間分布 測定 （50ch）
5．H α 分布測 定 （水平 ： 50ch，垂 直 ： 2 × 50ch 他）

6，不 純物お よび H，D，　He 比 トロ イ ダ ル 分布 （可 視 ＋ 光 フ ァ

　 　 イバ ー）

7 ．NB 王お よび ECH 入 射部お よび 対向面不純 物モ ニ タ ー

8．不純物ペ レ ッ ト入 射 装置 （プ ラ ズマ お よび ダ イバ
ー

タ部等

　 　 の 粒 子輸送研究）

2．ミ リ波 ， サ ブミリ波計測グル ープ

　 我 々 の グ ル ー
プ （川 端，長 ll！，江 尻，田 中，伊 藤，　 Pav −

lichenko （総研 大））で は，ミ リ 波お よび，サ ブ ミ リ波 を 用い

た 計測手法の 開発 と，そ れ を用 い た プラ ズマ 物 理研 究 を行っ て

い ます．CHS で は HCN レ ーザー干渉 計，マ イク ロ 波反射計 （揺

動 測定）／ パ ル ス 反射計 （局所密 度分 布測），ECE 放 射 計 測 を

担 当 し て い ます，ま た，こ れ と平 行 して LHD の た め の サ ブ ミ

リ 波 レ
ー

ザ
ー

〔CO2 レ ー
ザ
ー励 起 ア ル コ

ール レ ー
ザ
ー波 長

119mm ）
：．F渉計，反射計，　 ECE 計 測の 開発 も進め て い ます．

遠 赤外線 レ
ー

ザ
ー

の 開発 は，中部大 学の 岡島教 授 の グ ル ー
プ と

の 共同研究 に よ り行 っ て お り，その 実績 に つ い て は 世界で も有

数な もの だ と 自負 して お り ます．

3 ．プラ ズ マ 粒子
・エ ネル ギー輸送計測 グル ープ

　グ ル
ー

プ は 須藤，尾 崎，Petersonの 3 ス タ ッ フ と総 研 大生

の Khtopenkov と 日米露 の 3 国の ス タ ッ フ か らな っ て お り，国

際色 豊 か な 環境で す．

　研 究 内容 はペ レ ッ トを用 い た粒子
・

エ ネル ギ
ー高精度輸送計

測，中性粒子分析測定，ダ イバ ータ プ ラ ズ マ 計測法研究開発，

5 ．真空紫外分光計測グル ープ

　真空紫外分光 の 技術 を使っ て，高 温プ ラズ マ で の 不 純 物 の 同

定，定量 と放射損 失量 g）定量，不純物の 輸送現象の 研究，高温

プラ ズマ で の 多価 イ オ ン の 原子 過 程の 研究 を行 っ て い ます．研

究対 象が多岐に わたる ため，共同研 究が 重要 な部分 を占め て い

ます．一
例 は，開発部 門 と協力 して ，定常高密度 プ ラ ズマ 発生

装 置 TPD −H を運 転 維 持 して い る こ とで ，広 島大の 尾 田先生

の グ ル ー
プ と，総研 大 エ ネ ル ギ

ー
理 工 の 学 生 さん （岩崎，難波

（慎），草 壁，高 原） が，原 子 過 程 の 研 究 を行 っ て い ま す ．
LHD の 不 純物計測 の準備 と し て は，大阪市 大の 三 村先 生 と イ

メ ージ デ ータ 処理を ， 琉 球大の 石 黒先生 と極端紫外分光器 製作

を行 っ て い ます，佐籐 （国）をは じめ，共 同研究者 は酒の 好 きな

人 が 多 く　（理 研 ： 岡 崎 先生 ），夕 方 に は に ぎや か に な る グ ル ー

プ で す．

6．荷電交換分光 とモ ー
シ ョ ナ ル シ ュ タル ク効果分

　　 光グル ープ

　我 々 の グ ル ー
プ （居 田，総 研 大 ：西 村，高 山） は 電場 と磁 場

の シ ア ーが イオ ン の 輸 送に 及 ぼ す影響 を研究 して い ます．そ の
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プラ ズ マ
・
核 融 合学会誌　第72巻第 6 号 　　1996年 6 月

研 究 の た め に，荷 電 交 換 分 光 ｛Charge　eXchangc 　Spectros−

copy ｝で プ ラ ズマ の イオ ン 温度，電 場分布 を計測 し，モ ー
シ ョ

ナ ル シ ュ タ ル ク 効果 （Motional　Stark　Effecし）分 光 で プ ラ ズ マ の

内 部磁 場分 布 を 計 測 し て い ます，計 測お よ び 実験 は，CHS を

は じめ，原研の JFT−2M トカマ ク，京大エ ネル ギー理工 学研 究

所の ヘ リ オ トロ ン E 装置，ドイ ツ マ ッ ク ス プ ラ ン ク物 理 学研究

所の Wendelstein−7AS 装買 で 行っ て い ます．　 LIIDで の CXS と

MSE 分 光 に 必 要 な 計 測 用 巾 性 ビーム を 設計，製作 して きま し

た が 今年度は CHS に取 り付 けて R＆D 実 験 を行 う予定で す．

7。X 線波高分析計測グル ープ

　PIIA を担当 して い るの は，武藤 （貞）と技術 部の 加 藤 （明）の

2 名で す．⊥ 1岐地区計 測 実験 棟 に設 置 した 巨大 な 真空 チ ェン

バ ーと多 数の 半導体検出器 を相手 に頑張って い る と こ ろ です．
私 の 特技 は，「光 」 で す．新 しい プ ラ ズマ 計測 法の 開発 に 意欲

が あ り ます，visible か ら X・Ray まで の 我が 分光計 測技 術は そ

の うち火 をふ きます．

8．重イ オ ン ビーム プ ロ ーブ計測グル ープ

　浜 田，井口，藤沢，西 沢，川 澄 （技 ），李 〔D3｝は，　 LHD プ ラ

ズマ の 空 間電位 を高 い 時聞空 間分解 能で 測 定する た め に （密 度

揺動，電 位揺動 も 日標 と し ます）世 界最高 エ ネル ギ
ーの 6MV

重 イ オ ン ビーム プ ロ
ー

ブ を 開発 して い ます．こ の エ ネ ル ギ
ー
領

域 に なる と従来 方式の ス ケ
ール ア ッ プ が 困難 とな り，負イ オ ン

を利用 した タ ン デ ム 加 速方式や ，円筒 型静電 エ ネル ギ
ー分析器

を採 用 し ます ．ヘ リ カ ル 磁 場 に 対応 す る た め に は，CIISで 開

発 した 能動的 3 次 元 軌 道制 御方式 を応 用 を予 定 して い ます．山

積す る 開発項 目を
一

つ
一・

つ ク リヤ
ー

して い くプ ロ セ ス が しば ら

く続 きそ うで す．

9。揺動計測 グル
ー

プ

　 東井，足 立，大舘の 3 人の ス タ ッ フ と倉本 （九 エ 大），武智，
大 国，高 木，松 永，二 改 （名 大 エ ネ ル ギ

ー
理
．
匸）の 学生 諸 氏が

揺動計 測 グル ープの メ ン バ ー
で す．研究内容 は，揺動計測 を中

心 に したプ ラ ズ マ 閉 じ込め に 関す る 広 い 分 野 に わた っ て い ま

す．軟 X 線検出器 ア レ ー，前電プ ロ ーブ，挿入型の 磁気 プロ ー

ブ な どを 用 い た揺 動 測 定 を行 っ て い ます．ま た，九 州 工 大 の 平

城 教授 の グ ル ープ とゼ ー
マ ン 偏光計 に よ る高時間 分 解 で の 内部

磁場分布 測定 も行 っ て い ます．現 在 は，JIPP　T−HU や CHS 装

置 にお い て 周辺 プ ラ ズマ 制御や磁場構 造の 閉 じ込め に 与える影

響 などに 関す る研 究を 進め て い ます．

10d 核反応計測グル ープ

　核反応 計測 は笹尾 ，磯 部 （学振 研究 員）が担 当 して い ます．総

研 大の 学 生 さんが い つ も何人か は （現在 西浦 1名）お ります し，
共同研究 者が 入れ替 わ り立 ち替 わ り活動 して くれ ます の で ，活

気 に あふ れ て い ます．所内で は，CHS で の 中性 子計測や 1．HD
の 計測器 の 準備，それ に計測用 負 イ オ ン 源 の 開 発 な ど をや っ て

い ます．中性 子 を も とめ て ，時に は プ リ ン ス トン （TFTR ）や 原

研 UT−60U）に出稼 ぎに行 き ます．

11．ア イ スペ レ ツ トグル ープ

　 グ ル ー
プ の メ ン バ ーは 野 村 お よび 佐藤 （浩）で す，LHD 第 2

期 の 定常 プラ ズマ の 分 布制 御法 お よび 粒 予補給 法 と して ，高繰

り返 しペ レ ッ ト入射の 実現 をめ ざし，長 期的 な展 望 の も とに研

究 開発 を 行 っ て い ま す．入射 時の 自由度を高め ．る ため に，「
サ

イズ連続 可変法」 や，「
入射角可 変 法」 な ど の 技 術 を独 自に 開

発 し，JIPP　T −HU ，　CHS ，　TEXTOR な ど へ 適用 して ，い くつ か

の 興 味 あ る基 礎 的 現 象 を捉 え て そ の 研 究 を進 め て きて きま し

た．なお，TEXTOR 共 同 研 究 で は依 頼 さ れ て イ ン ジ ェ ク ター

を 製作 し，共同実験 に供 して き ま した．

12．LABCOM グル ープ

　本グ ル ープ （計測 系 ：秀熊，中西，技術部 ：小 r鳴，大砂，駒

田） は，計 測デ ータ の 収集 ／処理，遠隔 制御，リ ア ル タ イ ム モ

ニ タ とい っ た Laboratory　Cornputing分野 の 研 究 を行 っ て い ま

す．LHD で の 大容 量計測デ
ー

タ （1放 電 IGB ） と定常放 電 と

い う大 きな課題 に対 して ，LAN 技術 を中心 に した完全対 称型

並列分 散系に よる仮想 マ ク ロ マ シ ン 構想 を掲げ，鋭意開発 中で

す．核融合実験 共同研 究 ネッ トワ
ー

ク （FECnet｝に よ る実 験 デー

タ共有，遠隔地 か ら の 実時 間実験参加推進中で，現在，筑波 大

プ ラ ズマ 研 ，京大ヘ リオ トロ ン 研の 1．5Mbps を始 め，各 大学

研究室 の 64kbps接続 まで全面 的に バ ッ ク ア ッ プ して い ます．

詳 細 は，WWW ホーム ペ ージ 〔http：〃 www ．　LIID．nifs，　ac．

jp／fecnetf）を ご覧
一
ドさい ．

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 （1996年 5 月 ］0日受理 ）
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